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1.は じ め に
企業は,そ の成長に対応 して組織機構の拡充と整備を進める。このため,一 般的に大企業になる
ほど組織規模は大 きく,またその機構 も複雑性を増す傾向がみ られる。 このような企業組織の成長
は,組織体としての効率性を維持 ・発展すべ く,分業の徹底と多様化する組織の合理的編成の強化
を前提 に成就 され るもので あると言 え よう。 このこ とは,他 面におい て,組 織 に内在す る二つの分
業関係 の進 化 ・拡大 とい う運動過程 として も捉rる ことがで きる1)。そ の一 つは,「機 能の集中 ・分
散」 とい う水平的分業関係の拡大過程であり,機能配分機構を通 じて,組織を構成す る諸機能単位
間の分化を促進する役割を果す。他の一つは,「 権力の集中 ・分散」 とい う垂直的分業関係の深化
過程であ り,権限配分機構を通 じて機能単位間を支配 ・従属関係で編成 ・再編成す る役割を担 う。
このような諸過程鳳 企業,と りわけ大企業は広大な底辺を有する高座に集権的 ・垂直的な構造を
徴表す る巨大なピラ ミッド型組織体系を構築 し,それが企業の組織形態の基本的枠組 とさえなって
きてい る。
さて,こ のような企業組織の成長は空間的に も極めて重要な意味を有する。たとえぽ,組 織規模
の拡大は,組 織空間の拡大をともな うことが多い。また,そ の編成構造は空間秩序の形成 と密接な
関連を有 している2)のである。とくに,大 企業は広域かつ濃密な空間組織網を独自で展開するのみ
ならず,多 数の系列 ・関連会社を支配下に置いてお り,それ らを含めた総体 としての空間組織体系
は広大かつ巨大となる。加えて,こ れ ら企業は,基 本的にはそれぞれの能力 ・戦略にもとづいて空
間組織網の展開を図るのであるが,個 別企業 レベル,あ るいは企業集団 レベルでも相互にかな りの
程度類似したパターンを展開するようになる。こうして,国 民経済の空間構造を規定す る要因の一
つ として,そ の重要 性を一 層増 して きてい る。
本稿では,こ のような認識のもとに,生 命保険資本に よる組織空間の拡大 とより合理的に編成さ
れた空間組織体系の形成 メカニズム分析を通 して,国 民経済空間の組織的編成過程を実態 として把
握 し,その構造的特質と現代的意義および問題点を明 らかにしてみたい。
(注),





他の産業諸部門 と同様,生 命保険部門におい て も, これ までに鵬 しい数の企業 が 設立されてき
た。近代的な営利を 目的に設立された会社のみでも90社近い数の生命保険会社が設立されている。'
また, 類似会社 を含め る と,そ の数は数千 に もの ぼ り,全 国的に設 立 された ようであ る1)。
この よ うな会社数の推移を,と く.に近代的生命保険会社に 限 りみると(第1図 を参照),2900年
と1925・26年に ピークがみ られ る。それを指標 に して, 大概1900年までの第一 次設 立期,1910年頃
まで の第一次再編 ・集中期,1926年頃 まで の第二次
第1図 生命保険会社数および保有契約高の推移




こめ ような時期区分は,わ が国におけ る近代化過程
100兆 」一 の:重要な転換点に符号してもいる。
20世紀初頭,わ が国は産業資本の確立を果 し,以
10兆 後急速に資本集中期に移行 してい く。こめ時期は生
命保険業に関 して も極めて重要である。1900年1こ





























制度的に保障す る役割も果 した。 これにより∴泡沫
聖't ・数





' 15 砥認されるが,そ れ以降は完全に消失 している。同
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な った 。 こうして,日 清戦争後急激な増加を示 し,
1900年には43社を数えた生命保険会社 も保険業法施
1B5018≦iユ9ひOIgioI9?Ol93019尋=〕1950196{レ19了0159]行 を契 機に急減 し,1910年には28社 に まで 減少 し
(年 次)









所より作成 して,生命保険会社 も再び多数設立された。そ の後,
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終戦時 までの間には,昭 和恐慌 ・世界恐慌,さ らに戦時体制への移行のなかで,生 命保険会社 も再
び急速に再編 ・整理 されるようにな る。激 しい経済変動のなかで,大 会社 ・財閥系会社と中小会社
との格差拡大が顕在化 してきたこと,ま た軍事資金調達の必要性を背景に,保 険業法が1939年に全




以後1970年代a)中頃まで変化はなか った。その後,外 国生命保険会社の日本進出が活発化 し,合弁
会社が設 立され る よ うにな る。1975年には西武 オ一々 ステ ー ト,1980年には ソニー ・プル ー デ ン シ
ヤルが保険業法にもとつ く免許を受け設立され 第2図 保有契胸高に占める主要企業占有率の推移
て い る。
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この よ う.に著 しい資本の集中 ・集積 が生命保 團 篇一
1910年 圏 住友
険 部門において も進行 したが,こ の傾 向を よ り 國 明治
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に契約が集中す る傾向を強 く示す(第2図 を参
互930年
照)。1910年には,28社 中上位3社 に全社 保有
撫 ヒ
契約 高の36,8%が,上位5社 に50.9%が集中 し
ていた。1920年には,会 社数が38社に増加す る
なかで,競争が熾 烈化 し,大企業へ の集中度は相 】g4嚥
対 的に低下す る。上位3社 の シ ェアは2$.E%,謁 構
上 位5社 で も39.8%を占め るに と どま り,50%
を越えるに は 上位8社 の加算 を 必要とする。
1955噛
1930年にな ると,企 業 数は40社に さ らに増加 を
羅.
示すが,集 中度 は上位3社33.5%に,上 位5社
に50,4%と再 び1910年時点に近 い状況 を示 す。
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1940年に は,上 位3社1の シ ェアは38.9%,5祉1965,
曹
のそれは56.6%と,上位会社へ の契約 の集中度
はなお高 くな り,企業規模間格差が拡大す る傾
向を示す。
1975年
戦後は,会 社数の変化はほ≧んど み られ な
い。 しか し,業務の大企業への集中は着実に進
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第3図 生命保険会社保有契約規模順位変動表
.1930年 1940年 1955年 1965年 1975年順位
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んだ。1955年・1965年・1975イFの集中 パ ター ンは各年次で若干相異 す るもの の,上 位3社 に全社 保
有 契 約 高 の45.0%')46.0%が,上 位4社 に 同 じ く55,0%{'56、0%が,さ らに 上 位5社 に63.0%N
66,0%が集中す るよ うにな る。 こ うして,大 企業 に よる市場支配が 確立 され る。
個別企業 レベルでみると,戦前段階は言 うまでもな く,戦後段階でも保有契約規模順位が激 しく
入れ替 ってい る(第3図 を参 照)。 しか し,こ うしたなかで,最 上 位 と最下位 とい う両極か ら中 間
階層に向けて業界におけ る各企業の地位:が固定化 し,次第 に 順位変動が少な くなる傾向 もみ られ
る。 この変動 動向を発展 ・停滞 ・衰退 パ ター ンに個 別的に分類す る と,戦 前 ・戦 後を通 じて上 位安
定 型には 日本 生命 ・第一一生 命 ・安田生命が属す る。比 較的下位で あ ったが,戦 前 ・戦後 を通 じて著
しい発展を遂げた(=発 展型)に は住友生命 ・三井生命が属する。双方 とも,大正末期には,保 険
会 社 の新設は認 め られなか った ことか ら,住 友財閥 は1925年}こ日之 拙生命(1920年時点 で業 界34位)
を,三 井財閥 も1926年に高 砂生命(1920年時点 で業 界33位)を とい った よ うに中小会社 を買収 して
生命保険部門への参入を果 した。 この背景として,財 閥の発展にともない資金需要が増大 し,それ
に対応 した金融集団の整備が急務とな り,従来の銀行 ・信託に保険を加えた 「完全な金融的機能」
の確立を積極的に図る必要性が急速に増大 したことをあげることができる2)。当初の財閥系生命保
険企業は企業集団内部の機関保険会社的性格を強 くもっていた。 しか し,この時期になると,生命
保険事業が単に保険サービスを提供す るのみにとどまらな くな り,本来の業務の発展に付随 して保
険料 とい う形で資金が蓄積されるにつれて,金 融的機能が急速に拡大 し,その金融力は大正期にな
ると,銀行 と資金運用部につ ぐ勢力 とな り,しかも長期かつ安定 した資金の供給機関として金融市
場における地位を確立 している。上位にあった企業で戦前 ・戦後を通 じて相対的に地位を低下させ
ている(=停 滞型)に 朝 口(帝国)生 命 ・千代田生命 ・大同生命 ・東邦生命が属す る。比較的上位
を占めていたが,次 第にその地位を低下させ,最 終的に他企業に併呑されるか,あ るいは自然消滅
してい る(=衰 退型)に 有隣生命 ・愛国生命 ・仁寿生命 ・東洋生命が属する。中下位企業では,発
展型に協栄生命 ・田本団体生命といった特殊会社が,停 滞型に上記を除 く現存8社 が,衰 退型Y'そ
の他すべての消滅会社が属す る。
この よ うな資本 の集 中 ・集積は空間的に も極 めて明確な形 で発 現 して くる。すなわち,ピ ラ ミッ
ド型の頂点存ご位置す る本社の立地空聞が極めて限定 されて くる(第4図 を参照)。これは,具 体的
Y'は2つの経路を持つ。一つは,多 数存在 した企業の整理 ・淘汰が大都市立地型大企業の支配確立
を助長す る形で展開する。2つ には,本 社の都市間移転により大都市への立地集積が急速P'展開す
る。前者 は戦 前段階,と りわけ1900年の保険業法 の公 布,そ の後 の昭和恐慌 ・世界恐 慌,1939年の
保険業法全面改正,戦 時経済体制への移行な どのもとで大企業 ・財閥系企業を軸に顕在化 した。後
者は戦前20社戦後2社 み られ る。戦前のすべてが大正期までに移転 したもので,都 市別では東京へ
11社,大阪へ5社,京 都へ3社,名 古屋 へ1社 とな る。 と くに,1910年以降に なる と,大 都市傾斜
が 強化 され,るよ うにな る。
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余の資金を中央に集中 し,このため地方は増々衰退傾向を示 しつつある。地方が衰退すれば,都 会
の繁栄 も永 く維持す ることは困難 で ある。 この由hし き状況 を救済す るためY'設立す る3)」。 また,
経済的分権主義を唱えて東華生命が仙台に本社を置いて設立 された。その1≡1的に関 してみ ると,当
時東北6県 め生命保険契約高は約8,000万円。その保険料300万円の うち200万円は東京 ・大阪に
蚊収され,6県 を増 々疲弊せ しめる原因とな っている。 当社は6県 を基礎 として経済的分権主義を
標榜 して資本的発展 の使命 を果 さん とす る ものであ る4)とい うもので あ った。 しか し,前 者 は1930
年に第百生命の前身である日華万歳生命に契約を包括移転 して消滅 している。後者は1918年に本社
を仙台か ら東京に移 し,1932年に愛国生命に契約を包括移転 して消滅 した。愛国生命は1945年Y'日
本生命に契約を包括移転 して消滅 している。 こうして,双 方の目的は,い ずれ も中途放棄のやむな
きにいた り,他の中小会社 と同様な経路を辿 って消滅 してい った。
さて,本 社の都市別立地状況の推移をみると,1890年時点では東京に3社,大 阪に1社 存在 して
いた。 これが1900年にな る と,生 命保険会社数は43社とな り,そ の都 市別 内訳 は東京20社,京 都6
社,大 阪4社,青 森2社,小 樽 ・上 越 ・川崎 ・富 山 ・名古屋 ・岡山 ・竹原 ・松 江 ・福 岡 ・山 口 ・下
関各1社 とな り,東京への集中傾向を一方において示す ものの,全 国的に分散立地傾向もあわせ持
って いた。1910年には,地 方本社企業 の淘汰が進 み,29社中東京 に20社,大阪3社,京 都3社,横
浜 ・名古屋 ・広島各1社 とな る。 さ らに,1920年には42社中東京34社,大 阪3社,横 浜 ・京都 各2
祉,名 古屋1祉 とな る。1930年には40社中東京32社,大 阪6社,名 古屋 ・京都 各1社 とな る。1940
年には32社中東京27社,大 阪4社,名 古屋1社 となる。 戦後に な ると,本 社移転 な どの変動は1975
年 まで全 くな く,東京17社,大阪3挺 の20社体制は不変であった。最近では,大 同生命が大阪市か
ら吹田へ,第 百生命が東京区部 より調布に本社 を 拡張 ・移転 している。 しか し,これ らを含 め て
も,民間生命保険は大都市に本社を置 く企業の募集ラインを通 じてのみ提供され るとい う構i図が確
立 され る。 この ことは,空 間的に も重要 であ り,大 都市 を頂 点 と した ピラ ミッ ド型 空間組織 の形成
にも内在的に関わるものである。
ζ注)







生命保険会社の募集網(=店 舗網)は 銀行などのように厳 しい監督行政のもとに置:かれ ることも
な く,比較的 自由な形で配置されてきた。その展開構造Y'は,2つの特性が存在す石。第1は 創業
後極めて短時 日に全国展開を示す ようになること。 しか も,第2に は他部門に比較 して極めて巨大
な空間組織を有することである。
その成長過程は,一 般的につぎの ように段階的に捉えることができる。第1段 階では本社一代理
一7一
8店時代(=外 部組織型)であ る。つ い で, 第2段 階に なると, 木祖一代理店 ・支部時代(=外 部組
織依存型)に 移行する。第3段 階 にな ると,本社一支部 ・代理店時代 (=内部組織依存型1)と な
り, ここでは じめて契約獲得などをは じめとする業務遂行の主力が内部組織に移行す る。第4段 階
で}よ本社一支社一支部 ・代理店時代 (=内部組織依存型】1)にな り, 内部組織の規模的拡大に対応
して組織の階層的編成が強化されるように な る。 さ らに, 第5段 階になると,本社一広域管轄支社
一支社一支部 ・営業所 ■ 出張所時代 (内部組織型)に発展 し, 代理店がその存在基盤を失ない,実
質的に歴史的任務を終える。空 間組織的には,階層編成がさらに強化 され, 諸空間組織単位問の配
属関係が より明確に浮かび上が って くる 。 第6段 階, すなわち最新 の 段階では(第5図 を参照),
組織機構は本社一副本赴一広域管轄支社一支社一支部 ・営業所 ・出張所の5階層編成になり,下部
組織の拡大にともない組織の巨大化が進むなかで,組織化の度合を著 しく高めてきている。この発
展段階は,企 業間に多少の相異性があるものの,ほぼ共通 した基調を成す ものである。
脚'
第5図 生命保険会社の標準募集組織と立地対応都市階層
本 社 巨 大 都 市















さて,個 別企業 レベルの分析は後節で触れるとして, 生命保険部門 レベルでの空間組織的諸持性
をみ る と,1980年時点 では21社 (うち本稿対象企業は西武 オールステー トを除 く20社)存在 した。
それ ら20社が有す る支社数は1,641(最高は 日本生命118,最低は k本団体生命 の25)で,支 部 ・





企 淋は大正 生命176人であ る。 構成比 の うえでは,最:高 は62.9%の富 国生命,最 低は 日本 生命 の
23,5%であ る。代理 店は97,239(最高は大 同生命3,615,最低は住友生命 のゼ ロ)存 在す る。大 同
生命 ・東邦生命 .・富国生命 な ど,お もに中小規模階層 企業がそ のほ とん どを占めてい るが,.それ ら
企 業に おい て も実質 的には マ イナ ーの存在 とな ってい る。 この よ うに,大 企業 は よ り多数 の支社,
支部等,外 務員を有す るのに対 して,代 理店は,逆 に少数となる。また,内 勤職員全体に占める本
社の割合 も相対的に低 く,逆に支社 ・支部の比重が高 くなる。こうして,大 企業ほど空間組織単位
の配置上の偏在性は小さ くな り,よ り広域的な展開を示す傾向が捉え られる。
その集中 ・分散の状況 と諸特 性を1980年段階 でみ る。 まず,大 阪を置 く日本 生命 ・住友生 命 ・大
同生命は,い ずれ も近畿圏 と首都圏のウェイ トが拮抗 し,それ も含めて地域的偏在性は相対的に低
い。た とえば,日 本生命 の店舗 地域構成の うち近畿 圏の占め る割合は21,2%,首都圏18.8%,同じ
く外務 員では21.7%・.19.7%をそれ ぞれ 占め る。 住友生命 も同様な傾向 を示 す。店 舗の21.9%,.外
務員の22.8%が近 畿圏に,20.7%・20.1%がそれ ぞれ 首都圏に配置 され る。 中堅企業で ある大 同生
命 は店舗 の120.6%,外務員 の21.7%が近 畿圏に,同 じく18.5%・19.9%が首都圏に配置 されてい
る。上記2大 企業に比 して,競争が激 しい大都市圏の比重は相対的に低い,ま た首都圏に対置した
場合の近畿圏の比重が高いことなど,募 集網展閥上の規模間格差を看取することができる。大阪本
社企業の店舗網展開は,い ずれに しても首都圏 と近畿圏がほぼ拮抗する勢力を有 し,2極構造的展
開を明示す る。
これ に対 して,東 京 に本 社を置 く企業をみ ると,店 舗 網展開 パター ンか ら4分 類す ることがで き
る。第1は 太 陽生命 であ る。その店舗 の地域的構成 は東京12.1%,大阪12.5%,外務員はそ れぞれ
13.0%・11.7%とな り,大 阪本社企業 と同様に2極 構造的 店舗 綱を展開す る唯一 の東京 本社 企業 で
ある。第2は,店 舗 と外務員の地域的構成此上第1位 と第2位 を占める地域の比重の差が2倍 以上
を示す グル ープであ る。 これには,明 治 ・朝 日 ・安 田 ・三井 ・千代田 ・東邦 ・富国 ・F木 団体 ・平
和の各社が属する。店舗および外務員の配置上,各 社がそれぞれの特徴 も有す る。 しか し,この時
点にな ると共通性の方がメジャーな傾向 となる。上位企業は東京を軸に北海道 ・愛知 ・大阪 ・福岡
な どでも一定の集中を示 し,その他諸県に も一定程度配置してお り,全国的な展開を示す。 これに
対 して下位企業は東京への集中的配置傾向を強め,北 海道 ・.愛知 ・大阪などにも一定の集中配置を
進めるが,福 岡などの遠隔地あるいは大都市を有 していない諸県などへめ店舗配置は極あて少な く
な り,全 国的展 開を示 すにいた って いない。第3の グル ープは第2と 第1の 中間パ ター ンを示す企
業 であ る。 これには,第 一 ・協栄 ・東京 ・第百 ・日産の各社が属 し,第 」 を除 くとすべて中下位企
業に よって 占め られ る。・東 京への集 中度は第2の グル ープよ り低 く,逆 に大 阪 ・北 海道 ・愛知 ・福
岡をは じめ他の府県の比重が上昇する,いわゆる相対的に分散的な店舗網展開を示す。第4は 上記
以外の展開を示す企業であ り,全国展開しえない,し かも特殊な店舗網形態を有する中下位企業で
ある。・:大和生命の店舗は,一 方において東京への集中1地 方では,第2位 の集中地点が大阪でな
く,,愛知 とな り1,1・東 日本中心の店舗網 を有す る。大 正生命 は店舗網 の重心 を神奈川に置 き,ほ ぼ同
程度の:集中をもった大阪との2極 構造を示す0し かし,全国的展開力はな く,,首都圏以外では北海
一 ㌦9一
10
道 ・宮城 ・広島 ・福岡などへの拠点的配置をおもに,そ の他では極めて限 られた地域に配置される
に とどまる。
さて,以 上のように諸 々の様相 を 内包 しつつ生命保険部門の空間組織 が 機構的に確立されて く
る。 とりわけ上位企業は主要町村あるいは都市内部主要地区にほとん ど例外な く店舗を配置してい
る。 したがって,こ の分布か ら個別企業 の空間組織的相異性 を 抽出す ることす ら困難なほど で あ
る。 しか し,店舗網の形成史的視点,あ るいは店舗間関係論的視点の導入に より,店舗網展開にお
け る個別的諸特性,相 異性か ら類似性への移行,さ らに秩序をもった組織空間の創出メカニズムを
解 明す るこ とが 可能 とな るであ ろ う。 したが って,つ ぎ に 個別企業 レベ ルでの 諸特 性をみてい こ
う 。
第6図 は内部組織の配置状況 の 歴史的推移を個Y(企業ごとに示 した ものである。大企業 を 含め
て,い ずれの企業 も戦前段階では第2段 階ない し第3段 階に とどまっており,内部組織はそれほ ど
広域 ・濃密な展開を示すにいた らなかった。む しろ,外 部組織依存型企業が多 く,その立地パター
ンは,初 期の段階では本社所在地都道府県およびその近隣諸県に集中する傾向を強 ぐ示 した。 しか
し,創業後数年の うちに,い ずれの企業 も外部組織(代 理店)の 全国配置を完了 している。その実
態は 「各地方々々に拠点としての支店を多数設置す るだけの資力もないわけであるか ら,これにか
かわるべきものとして,で きるだけ地方の有力者を説いて代理店を委嘱 し,店主自身の名声 と信用
に頼 って契約を開拓 し,また次回以降の集金,保 険業務を依頼す るとい う方法を採 らざるを得なか
っだ 》」とい うべきである。 これは後発企業ほ ど厳 しい競争の もとに参入す るわけであるか ら,そ
の期間は さ らに短縮 され る傾向 を示す2)。内部組 織展開 をみ ると}す でY'述べた よ う に,戦 前段階
では主要 な都市 に 限 られていた 。 しか も,当 初 の各企業 に とっては,`主 要'が 必 ず しも空間的に
一致 しては なか った。 その こ とはヨ初 期 の内部 組織 の配 置都市をみれ ば明 らか であ る。 た とえば,
日本生命 ・第一生命は熊本に九州で最初の支部を配置 しているし,東京生命 も長崎 ・佐賀に最初の
支 部を置 いた。 また,北 海道 では安 田生命 ・三 井生命 ・千代111生命 ・平和 生命 ・日本教育生命 ・八
千代生命 の各社が小樽に最初の内部組織を置いた。他では,第 一生命が福島に,有隣生命が福島 ・
福井 ・久留米に各地方で最初の内部組織を置いた。福寿生命は札幌に配置していた支部を廃止して
小樽に移転 している。 このように,主 要都市といって も,企業間にはかなりの空間認識上の差異が
存在 し,東京 ・大阪 ・名古屋以外の諸都市の拠点的性格は弱いものであった。 この傾向は1900年頃
までみ られるが,そ の後は,上 記諸都市の支部は廃止され,北 海道では札幌,東 北地方では仙台,
中国地方では広島,九 州地方では福岡に集中す るようになる。このことは,先 導的にしろ,追随的
一
にしろ,企 業間の空間認識が一致 したことを意味 し,これが地方拠点を形成 し,空間組織論的には
一定の秩序をもった階層的空間編成を構築す る原動力になっているのである。この空間認識の一致
挫は,大 企業では戦前段階,と くに戦時経済体制下で,中 小企業では主に戦後の高度経済成長期以
降に他の県庁所:在都市に まで拡大す る。具体的には,.1県1支社制が確立する。さらにその後にな
ると,県庁所在都市よ り下位の地方中都市への支社配置が進む。またゴ支部 も都市の内部地区,主


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の地域展開に も少なか らざる影響をおよぼすのは言 うまでもない。外部組織依存時代には,保 有契
約の地域構成が必ず しも代理店の配置状況を反映せず,代 理店が全国に配置 されていても契約は本
社所在都道府県お よびその隣接諸府県に極端に集中す ることも重れではなか った。 しか し,内部組
織依存時代になると,そ の配置構造 と契約 の 地域構成 とはよりょく一致 した関係 を 示す よう.にな
る。 と くに,戦 後 も高度経済成長 期 以降 にな ると,こ の傾 向は一 層 明確 とな る。 この背景 と して,
生命保険思想の普及,資 本主義発展のもとで自己責任原則の一般化と資本関係の深化にともない需
要層が拡大 され,生 命保険事業のための社会経済的基盤が強化されてきたことな どをあげるごとが
で きる。
このもとで推移す る契約の地域的構成を発展段階的にまとめると以下のようにな る(第7図 を参
照)。まず,本 社所在都道府県ない しその隣接諸府県 に 集中す るパターンを示す。ついで,そ の偏
在性が弱 まヅ 広域的展開パターンを示す。 これ までは戦前,も しくは戦後の高度経済成長期以前
の段階 に 対応す る。その後は,相 当明確な形で集中地域が拠点的 に 浮かび上がって くる。たとえ
ば,東 京 ・大阪 ・愛知 に加 え北 海道 ・宮城 ・神奈 川 ・兵庫 ・松 島 ・福岡 な どはその良 い例で ある。
これをさらに本社所在地溺 ・規模階層別にみてい くと,それ ら企業グループの間の微妙な差異の
なかに空間組織を構造づける重要 な鍵が存在すること'がわかる。東京本社企業の主要契約取得地域
は,初 期の段階 では東 京に,そ の後 次第に大阪 ・愛知,さ らに北海道,南 東北 ・首都圏 ・東海 ・北
陸 ・近畿 ・山陽 ・北九州の諸都府県に急速な拡大を遂げる。この傾向は,大 企業では,戦 前の戦時
3
経済体制期頃か ら主力地域が大都市を抱える諸府県に,あ るいは首都圏に収敵する傾向を示 しは じ
め,高 度経済成長期頃には相当程度朋確になる。 こうしたなかで,大 阪あるいは近畿圏の比重は,
その他地域に比 して もそれ ほど日立つ存在ではな くなって くる。 これに対 して,大 阪本社企業の場
合㌃こは,初 期の段階 より契約取得の主力は大阪 と東京に置かれた。東:京企業における大阪の比重 と
大阪企業におけ る東京の比重は,後 者の方が圧倒的に高い ものであった。 このことは,関 西経済圏
と首都経済圏 とい う2大経済圏の,,.,握を同時的に図 ることを1し,首 都経済圏を固定軸に して総
花的展開構造を有す る東京本社企業 よりも,2眼 的構造の もとに主軸移動が可能で,'しか も同様に
総花的展開を図 りえる大阪本社企業の方が有利であったように も思える。 このことは,わ が国3大
生命保険会社 の うちの2社(田 本生命 ・住友生命)ま でを大阪本社企業 が占める所以でもあろ う。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に,本 社所在地ない しその隣接地域に よって構成されていた。その後は,次 第に面的拡大を遂げ,
北海道,南 東北か ら北九州にいたる地域をカバーするようになる。 しか し,さ らにその後大企業の
場合嬬 すでに述べたように全国に拠点的 に 重点地域を有す るようになるのに対 し て,中 小企業
は,展 開力が相対的に も,絶対的に も小さいため,本 社所在地に近隣地域を重点地域 とす るか,も
し くは南東北か ら北九州にいたる地域に総花的 とも言える展開を示すかであった。 これは大企業な
どとの激 しい競争の結果尊びかれた形態と考えることもできようし,あ るいは競争を避けるなかで
形成さ流た必然的形態であったとも言えよ う。
また,本 社移転企業の場合をみ ると,移 転に ともない旧本社所在地の比重は急速に低下 し,新本
社所在地の比重が逆に上昇する。 このような本社移転例は大正期までで,そ れ以降はみ られな くな
る。つま り,生命保険企業が未だ規模的に小さく,地域との密着性も相薄的に低いことなど故に,
P
逆に可能犀 もなったのである。 しか し,本社の移転によ り契約の地域的構成には,長 期的にみてか
r
な りの程度 め変動 が引 き起 こ'きれた ことは 言 うまで もない。 だ と}ば,住 友生 命 であ る。 第7図 の
うち1920年までは .日之lll生命時 代 で,東 京 に本社 を置いていた 。1926年に住友 財閥Y'買収 され,住
友 生命 に改称 し,.1926年Y'本社 を大 阪に移 してい る。190?年段階 では東 京に最:大比重 を置 き,北 海
道 ・棉岡 も一 定 の ウ ェイ トを占め ていた。.その後,住 友 財閥に 買収 され る以 前み こ とであ るが,最
大比重は大阪に移 り,西 日本諸地域の比電が上昇する。 このことは住友による買収 とも,ま た本社
の大阪移転が比較的摩擦な く進んだ こととも少なか らざる関連を有する。移転後も比較的西 目本に
高い比重の諸府県が多 くみ られ るが,む しろ企業 の急速な成長過程で,東 海 ・北陸 ・東北などの諸
県の比重が相対的Y'高くな り,広域的 な展開を示すようになる。太陽生命の場合には,本 社は1908
年まで名古屋に置かれていた。 この時期には東海 ・中部諸県 に 比重の高い地域がほぼ限 られ て い
た。 このパターンは東京に本社移転後の広域化の展開過程で'も存続 し,鞍接の1950年代前中頃 まで
長期的に維持 された。東京生命は,1921年に京都か ら東京に本社を移転 している。京都本社時代に
は大阪の比重が最大で,西 日本に重心を置いた構成を示す。 しか し,本社移転後は南東北か ら北九
州にかけて爾地域に比重の高い地域が拡大 し,広域的展開を示す ようになる。この他の本社移転企
業において も,局地的パターンか ら広域的パターンへの移行が図 られている。それ らを小揺す るな
らば,.以下 の よ うにな る。北東北,山 陰,南 四国,中 ・南九 州の諸県を除 いた地域に ウ ェイ トが 置
7
かれる。 とくに,東 京はいずれの企業において も,また大阪は西 日本に本社を置 く企業において,
愛知は東京 ・大阪に比 して相当構成比は低 くなるが,他 地域 よりは相対的に高い比重を示す。その
他では、北海道,神 奈川,兵 庫,広 島,福 岡などで比較的多数の企業が高い構成比を示す。 これ より
下位になると∫南東北か ら北九州にかけての上記以外の府県が浮かび上がって くる。 この動向は,
わが国人 ロの地域的構成に必ず しも一致 ・対応せず,よ り拠点的展開を示す(第8図 を参照)。
つぎに,地 方市場における各企業のシェアの動向をみ ると(第9図 を参照),発展段階的に は 大
企業支配の確立の方向で推移す る。すなわち,1910年・1920年の段階では大企業支配はそれほど顕
著でな く,む しろ各企業間 の 熾烈な生存競争のもとで市場 シェアは分散状況 を 示 してい る。 しか
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る。 と りわけ,現 在 業 界第2位 ・第3位 であ 第9図 生命保険会社の地方市場占有率推移
る第一生命 ・住友生命のシェア拡大には著 し`% 駅)%鵬%蔭% 艶%」 聾%L面†⊥ 　 」 }r」 置
い ものがあ る。
近畿臨海地 方市場別






都圏をほ とんどの企業が契約取得の主力地域 1 τ[r 1 詩 Plu年




1{;= 幕 ・9・年L 30年




,5割 近 い シFア を大 阪本社企業3社






















力 市場に おけ るシ ェア動 向は,す でに述 べたII1陽





























.τ二』 織 、奏 」 ,一 1910%f
、1・ゆ一 冒
.
` ig20年る。 しか し,大 阪本社企業は近畿臨海 ・内 冒 1 艦 1930年九 州 冒f一 二=冒 1蜘'F北 陸
陸,四 国で極 めて高 いiエ アを有 し,東 海, 掴 薫 犠 『》灘一1← 菩サ 1975年
11」





した東京 ・大阪以外の都市(京 都 ・名古屋・横 国 釜 一6_コ 〔!
1940東 海 ・
重955∫F
浜)に 本社を置 く企業の動向をみ ると,1910





③昼簿 ⑭9旦・認① ◎蜀 §麟 ・z①
年 ・1920年時点 では北陸 ・由陰 ・山陽 ・九州
資料:r各社事業報告書』・r各社社史』 より作成
などの縁辺市場で1割 を越す ような相対的に 注)①明治 ②朝日 ③ 日本 ⑤安田 ⑧大同




は,急 速にシェア縮小が進み,本 社が所在すII一 大阪本社
る地方市場です らほとんど意味のない存在に転落す るようになる。 こ う して, いずれの地方市場を
み て も,最 終的に は,つ ま り1955年以降 にな ると,大 企業の支配が確 立 され, 東京企業と大阪企業
























の シ ェアは著 し く低下 し,1950年頃 まで1%台 に と どま っていた。一そあ後,社 会経 済 の戦後復興 に
つづいて,高 度経済成長過程で,労働力強化 ・公害の顕在化をは じめとする社会 ・自然環境が全般
的に劣悪化するのにともない危険率が急速に増大 し,自己責任原則の一般化 も加わ り,そのシェア
は漸次上昇 した。1970年代の後半には5%台F'まで回復す る。 しか し,生命保険市場め成熟化,簡
易保険 9 農協共済の普及な どに より,そのシェアは再び低下に転 じている6
つぎに,生 命保険企業の資摩運用状況を与ると,戦前か ら1950年頃まで有価証券の占める割合が
最 も大 きか った。その後,企 業の活発な設備投資にともな う膨大な資金需要の発生に対応 して貸付
1
金が6〃7割 を占めるようにな り,有価証券の割合は2割 台に落ち込む。
貸付金は,そ のおよそ9割 が一般企業への財務貸付に よって占め られてい る。ちなみに,貸 付残'
高に占める設備資金の割合をみると,1965年に は80.4%とピー クとな り」 同期 に86.9%を占めた長
期信用銀行とともに設備資金供給機関 としての特徴カミ明確に捉え られ る。この時期銀行 の貸出金残
高に占め'る設備資金の割合は8.0%であ り,貸出の大部分が運転資金に向け られてい るのと対照的'
であ る。 ,
このような生命保険企業の貸付パターンは基本的に現在でも変 っていない。 しか し,低成長期に
一
入 り, 企業の設備投資意欲の減退,あ るいは商業資本の役割の増大にともない商業 ・サービス部門
への貸出が強化されてきてい る。 これによ り設備資金の割合は,1970年代後半には50%を大き く下
回 る よ うにな る。近年 では,さ らに外 国政府 への貸付割 合が増大 しsx;11図の.「⑳ 一 その他」 の項
Rが異状に拡大する要因の3つとなっている。1
この傾向は産業別投融資分析により一層明確iになる・(X11図を参照)。生命保険資金貸付の上位
業種をあげると,.戦前段 階か ら1950年代 まで は.電気 ・ガス,建 設 業,鉄 鋼 .・非鉄 金属 とな り,'素
一60 .一
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注)③建設業,⑦化学工業,⑪ 鉄鋼 ・非鉄 金属,⑲ 商業,⑳ 金融 ・'保険業,・
⑳不動産業,⑳陸運業,㊧電気業,⑳ サービス業,⑳ その他 (外国政府
貸付を含む),⑳公団貸付
材 ・エネルギ ー部門に重点が置かれ ていた。1960年代にな ると,建 設業, 鉄鋼業,電 気業,化 学工
業に融資の重点が移る。1970年代 に な る と,サ ー ビス,そ の他,鉄 鋼, 商 業, 運送業など不生産部
門に融資 の重点 が置かれ る よ うになる。1980年には, さ らに この傾 向は顕著 とな り,金 融 業 ・証券
業への貸付が,と りわ け顕著にな って くる。
同様の傾向は,有価証券の業種別分布において も捉えることができる (第11図を参照)0有価誕
券のおよそ9割 は株式投資に向け られてお り,生保会社は最大の株式保有機関となっている。その
上位業の推移をみると,1950年頃 までは電 気 ・ガス業,鉄 鋼業,化 学工 業, 電気製品へ投資の比重
が置かれていた。1960年代にな る と,相 対的低下傾向を示す ものの, 依然として高い比重を占めて
いる電気業をは じめ電気製品,鉄 鋼業,化 学工業など前期同様の業種が着実に比重を:増してきてい
る。1970年代 に は, 電気業の比重は低下を示 し,逆に金融業r,商業の比重が急速に上昇す る。侮で聖
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注)③ 建設業,④食品業,⑤ 繊維業,⑦ 化学工業,⑪ 鉄鋼 ・非鉄金属,⑭機械,
⑮電気製品,⑯ 輸送用機器,⑲ 商業,⑳ 金融 ・保険業,⑳ 証券業.曾陸運業,
⑳電気業,⑳サービス業
相対的}こ大 きな割合を 占め るのは機械 工業,電 気製品,化 学工 業,鉄 鋼業 な どであ る。・1980年代Y'
入ると,証券業の割合が急増 し,電気業,電 気製品,鉄 鋼業,・化学工業の割合も再び増加に転 じて
いる。 この ように,分 布が均等であるためにそれ程顕著 とはな っていないが,貸付金の分布でみた
よ うに,全 体 として投資対象の主力が素材 ・エネルギー部門か ら製造業部門へ,さ らに金融業 ・商
業 ㌔証券業など不生産部門へ移 ってきているCま1た,国家財政 の国債依存が強まるなかで,有 価証
券に占める国債の割合 の上昇が最近の特筆すべ き傾向 としてあげ られ る。
以上のよ・うな生命保険資金の運用は企業集団の支配強化に少なか らず関与 している。 この点に関
達 して,生 命保険会社 の 果 した系列融資における補完的役割 は 過小評価 されるべきではない。住
友 ・明治 ・安 田 ・三井 といった財閥系4'社の全社収入保険料に占める割合はお よそ30%にのぼる。
また,・日本塗命をは じめとする非財閥系生命保険の投融資先も大企業に集中 している。 こうして,
一二62一
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総資本的には中央 ・地方の零細資金を集めて,大 企業へ集中集的に投融資す るパターン,したがっ
て,大 都 市への資金 集中 パタ日 ソが浮か び王が って くるのであ1る。
vi.お お りLに
生命保険企業は資木主義経済のもとで2つ 役割を果 している。1つ は保険サービスの提供とい う
本来業務の遂行である。他の1つ はそれに付随 し:て発展 してきた金融機関 としての役割である。基
本的には個人 レベルでの零細資金の吸収を図るわけであるが,蓄 積 した資金は巨大 とな り,金融資
本 の 一 翼 を 担 ・う よ うに な る。 ・ 、,
この ような発展は巨大な店舗網を展開す ることにより可能 となる。同時に,,資本主義発展のプ般
過程をその発展過程に内包 していることも言 うまでもない。その諸特性を空間組織論的枠組みで小
括 す ると以下 の ごと くな る。.,.、,㌦,
.第1に,影しい数の企業の設立とそれ.らの淘汰過程で木企業へ業務が集中 し,・その支配が確立すμ
る。 これに本社機鱒をめ ぐる都市間争奪過程で もあ り,相対的分散傾向を示 していた立地は急速に
L,
東京 ・大阪の2巨 大都市へ集中 していった。
踊
.「
第2に,第1で 示 された資本の地域的集中過程は,逆 に資本空間の外延的拡大過程でもあり,店
15
舗が戦略的に配置されていった。それは本社所在地別に特徴を もった展開を示 していたが,次 第に
'o"=層}
その特徴は消失 し,相互に極めて類似したパターンを示す ようになる。 しか し,全圏的展開を示す
i
大企業 と偏在的展開を示す中小企業 といった規模間格差は歴然と存在す る。L
恥 。,地加 湯 占形 でみると,契約取得め偏在性ぽ店舗 展1物偏磁 より撚 る魔 大ぎ
く,ま た規模 間格差 も一・層 明確 にな る。』具体的 にそ の傾 向を捉 える と,'首都圏 でほ,特 定 企業へ め
桑中は相対的小ざ く∫分散的パタLンを示す。1近畿臨海では大阪に本社を置 く2大企業 の独占的パ
ターンを示す。近畿内陸 ・四国 ・北陸などでは大阪大企業の比重 が 高 く,その他地方市場で は 東
京 ・大阪の大企業の勢力が拮抗 しつつ,大 企業による独占形態が強化 され」でいる。中小企業はいず
れの地方 市場に おいて もそ の比重 は極 めて小 さい もので あ る。 ・ ・
第4に,生 命保険企業の資産運用は経済情勢に対応 して貸 付金 ・有価証券の割合が変化を示 して
きているが,基 本的にそれ らの対象企業は,財 閥系は言 うまでもな く系列融資を強化す る形で,非
財閥系企業の場合で も大企業に集中 してお り,系列融資を補完す る役割を果 していると言える6.ζ
のことは資金の地域的循環上極めて重要であり,地方零細資金を中央へ吸い上げ る形で,資 金の地
域的集中が図 られ,大 企業に傾斜的に融資す るパターンが浮かび上がる。
最後に,本 稿では β本生命・住友生命を大阪本社企業 として扱ってきたが,たとえ.ば日本生命の場
合6事 業本部の うち大阪に置かれているのは2事 業本部のみであ り,本社を大阪に置いて処理す る
ことが正当であったのか どうかについては問題である。住友生命についても同様のことが言える。
なお,本 稿作製にあた り,日本経済短期大学の大友純助手 と明治大学計算センターの二宮智子氏
には資料解析について多大の御助言を頂だいた。記 して,こ こに感謝する。
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AnAnalysisonSpatlalBehaviorof. 「
theLifeInsurenceCompanies
Naoharu.Fujita
InthecourseofdevelopmentoflifeinsurenceindustryinJapan,concentrationand
accum童aそion6fcapitalhasproceededrap董dlyascan・beseengenerallyin'otherf eldsof
indus廿y.・Thishasalsobeentheprocessestabli曲ingspatialframeworkforcapital
幽
control.
Untiltoday,anumberof量ifeinsurencecompanieswasfounded.However,manyof馳
themweresmallinsizeandlocateddispersive夏y.throughout幽thecountryfor
三
9「asplng
r
r6gio血almarket.Theyplayedan三mportantroleinforゴningspatial6rg盆 前i2ationofthe卜
industry.Butmostofthemcou重dnotexistforl6ngperiodoftl血ebecauseoftheir
weaknessof幽soclo.economicbasis.Underthesecirca童hstances,monopolistic
塾
・
ompames
脚
.ρ
emerged.
r「
thism・vementLasseveralimp・rtantmeaningsinspatialc・ntext.First;headquarter
r
of皿onopolisticcompaniesconcentratedintoaspeci丘careaandmadea量argecitya
.
・蜘b・ 至
. L
ofspace・Second;concentrationoftheheadquarters,onttherhand,enhancedtoformthe
giganticspatialorganization-extensivenetworkofbrancho伍ces.Th董rd;giganticspatla1
圏
organizationcanexistsonlywhenrationalande伍cient正ramewoτkissetup.Asa
i ■
result
ofthis,spatialorganizationshavereinforcedhierarchicalstructure,Fourth;there
・
exlsts
disparityintermsofpowerandscaleofspatialorganizationsamongcompanies,but
perceptionofspace'amongthemhavetendedtobesimilar.1
Thus,strengths皿ingsystematicspat量atorderinthis丘eldhavecontributed・toform
■
regionalsystemsofnationaleconomyofJapan.
.
響
,
「
曜.
巳
9 ,
9
;. 蟹
・ 一64一
